サンガク キョウドウガタ ノ キョウイク ジッセン ニ ツイテ ノ ジレイ ケンキュウ ビジネス ソウゾウ ガクブ フード ビジネス プロジェクト インタビュー チョウサ ヨリ by 細江 哲志 & 田島 悠史















A Case Study on Joint Industry-University Education Practice: 
Interview Survey and Analysis on Students from Food-Business Project 
at the Faculty of Business Innovation 
 
細 江 哲 志     田 島 悠 史 
































 平成 24 年に創立 110 年を迎えた学校法人嘉悦学園は、同年、嘉悦大学ビジネス創造学部を
開設した。このビジネス創造学部の最大の特徴は、大学の教育理念「怒るな働け」を現代的
に再解釈し、カリキュラムへと実装しようとした点にある。同学部のカリキュラムについて










することで同時期に提供していくからである。また、平成 26 年 10 月に文部科学省の「実践
的な職業教育を行う新たな高等教育機関の制度化に関する有識者会議（第 1 回）」で配付さ





































 このフードビジネスプロジェクトを率いることになったのが T 非常勤講師（以下、T 講師）
である。T 講師は嘉悦大学にて初年次教育科目や ICT 教育科目といった科目を数年間にわた
り担当し、就任当時から、学生の主体的な学びを引き出すためアクティブラーニング実践例






 フードビジネスプロジェクトが実質的なスタートを遂げたのは平成 25 年の春期休暇のこ
とである。3 月中旬の約 2 週間、スタートアップとして、大学と A社による合同研修が学生
にむけて実施された。学生は A社施設や嘉悦大学の教室にて企業理念や経営方針のレクチャ












   「とりあえず行きたくないと思った」    …（男子学生 A） 
   「１日目から嫌になってしまった」       …（男子学生 C） 
   「インターンシップは自分が思っていた世界とかけ離れていて、 
    完全にアルバイトだった。そう、お金がもらえないアルバイト。」 …（男子学生 F） 
   「（こんな程度の内容だったら）うちの（アルバイト先の）店の 
















第 1 回目インタビュー調査 
・時期：平成 25 年 6 月中旬〜7 月上旬 
・場所：嘉悦大学キャンパス内 
・対象者：フードビジネス履修者 7 名（男 4 名、女 3 名）、T 講師 
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・形式：非構造化インタビュー（原則として個別にデプスインタビューを実施したが、 
希望があった学生には二人一組形式のグループインタビューを実施した） 
第 2 回目インタビュー調査 
・時期：平成 25 年 9 月下旬 
・場所：茨城県ひたちなか市那珂湊地区「古民家カフェ」 





3.2 学生の主観的経験についての考察（第 1回目インタビュー調査より） 
 店舗研修が失敗した直後に行われた第 1 回目インタビュー調査では、男子学生 4 名、女子


















 「単なるゴミ置きのようなことを指示された」    …（男子学生 A） 
 「食器洗いも食洗機に入れるだけだった」    …（男子学生 B） 
 「こんな仕事ならアルバイトで何度もやってるよって感じ」    …（男子学生 C） 
と表現していた。店舗研修では雑用作業や単純労働が割り当てられるだけだったことに納得
できなかった（もしくは与えられた指示の意図を理解できなかった）学生が、店舗研修に低















  その時間がもらえなかった」      …（男子学生 A） 
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インタビューからは、 
 「（そもそもプロジェクトの学生間で）まだお互いをよく知らない」 …（女子学生 B） 
 「一部の学生のみ 1 年の時から付き合いがあるので親しいけど、他の 



















  T 講師は、あれやれ、これやれと言われて動くだけの、ポケモンだ。」 …（男子学生 F） 

















3.3 店舗研修の失敗の背景分析（第 1回目インタビュー調査より） 























ていく作業である。表 3.3.2 は第 1 回目インタビューの情報をアクシャルコーディングへと展
開した結果であり、9つのカテゴリーと 20のサブカテゴリーへと再編成した様子を表している。 
表 3.3.2 アクシャルコーディングの結果 
 
【就学前の経験】                      
 サブカテゴリー                          概念 
 外食経験と家族関係 家族や親身な存在から影響を受けた「食」への価値観形成 
 過去のアルバイト経験 高校から大学時代経験したアルバイトの種類や期間 
 学部選択の理由 高校以前にどのような考えをもって同大学同学部への進学を決めたか 
【大学入学後におけるキャリア観形成の芽生え】 
 サブカテゴリー                          概念 
 プロジェクト科目選択の経緯  将来の進路の希望やキャリア観の芽生え 
 初年次における学内の人間関係 初年次における学友や教員との対人関係の形成 
【指導者との信頼関係構築】 
 サブカテゴリー                          概念 
 企業サイドの担当者との関係構築 企業側の指導者の地位、接し方、コミュニケーションの頻度や質から生じる総合
的な印象、好み 
 担当教員との関係構築 プロジェクト科目担当講師への親近感、信頼感、好みの度合い 
【仲間意識を高めるための関係構築】 
 サブカテゴリー                          概念 
 授業における協働経験 プロジェクト科目にて課されてた各種の課題やタスク（作業）を遂行する際の、
協働体験の有無 
 キャンパスライフにおける共通体験 授業外で行動を共にしたり、考えや意見を伝え合ったりする機会の有無 
【インターンシップについての事前知識】 
 サブカテゴリー                          概念 
 店舗研修の実態についての事前知識 業務内容や学びの目的への理解度 
【インターンシップの初期体験】 
サブカテゴリー                          概念 
 店舗研修におけるファーストコンタクト 「初日」に店内や店舗にいる人、店長などに抱いた印象。 
業務についての明快な指示やタスクが与えられていたかどうか。 
【インターンシップへの評価基準】 
 サブカテゴリー                          概念 
 店舗研修へ抱いていた理想との比較 報酬を得ながら専門的なことが学べるかどうか 
 専門的な立場の人から知識の獲得 「店舗マネージメントの実際」を知っている人への好奇心から生じる、専門的な
知識を満たすことができたかどうか 
 店舗研修で実際に得た知識や体験 過去のアルバイト経験との比較をベースに行う研修内容への評価 
 継続のためのモチベーション 店舗研修を継続していくために必要となる報酬やモチベーションの有無 
【インターンシップへの評価】  
 サブカテゴリー                          概念 
 「アルバイトと同じような研修内容」 過去や現在のアルバイト先での経験と比較しながら、研修内容そのものへ抱いた
ネガティブな印象 
 夏期休暇イベントへの期待 夏に予定されているイベント（カフェ運営）についてのポジティブな期待感 
 プロジェクト科目の継続の意志 今後もプロジェクト科目に所属する意志があるかどうか 
【困難を乗り越えるためのコミュニケーション】 
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4  フードビジネスプロジェクト 平成 25年度秋学期における教育改善 
4.1 教育改善の方針 

























 第 2 回目のインタビュー調査は、このカフェ運営が行われた古民家にて実施された。当時
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あれ、全然自分たちは仲がいいじゃんみたいな。あれ、何か 







思ってたし（笑）」        （…男子学生 B） 
 























   （…男子学生 B） 
 







       （…男子学生 C） 
とインタビューの中で告白している。 
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現していくことが求められるようになる。 



























4.3 飲食業界についての理解を深めるため PBL型学習の実践 
 秋学期には T 講師の指導のもと、各種のフィールドワーク活動、制作活動、調査活動とい
った複数の PBL 型学習が展開された。それらの多くは、正規の授業時間外に行われ、また、
地域や仕事の現場など、キャンパス外で行われることが多かった。ここでは飲食業界につい
ての理解を深めるために有効に機能したと考えられる PBL 型学習の例を一部紹介していく。 
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4.3.1 飲食店についてのフィールドワーク 





































図 4.3.1.1 和割烹なかじまでの食事会（写真） 
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 秋学期に予定されていた A 社でのインターンシップ（平成 25 年 9 月から平成 26 年 1 月）
は、慎重に練り直す必要があった。春学期の店舗研修の失敗経験から、学生は提携先企業で















 これが功を奏し、学生と A 社の関係は再び安定したものになりつつある。A社は学生に新
しい課題や調査テーマを定期的に課していくようになり、学生も A社の期待に応えようとモ
























には同科目の TAとして採用されるに至る。平成 27 年度からは非常勤講師として同科目を担
当する予定となっている。 
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